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採用区分 薬品名 一般名 休薬期間の目安 添付文書上の休薬に関する記載

アンプラーグ細粒１０％ サルポグレラート塩酸塩 2日

● アンプラーグ錠１００ｍｇ サルポグレラート塩酸塩 2日

アンプラーグ錠５０ｍｇ サルポグレラート塩酸塩 2日

●（錠） イグザレルト錠・細粒分包１０ｍｇ リバーロキサバン 1日※

●（錠） イグザレルト錠・細粒分包１５ｍｇ リバーロキサバン 1日※

エパデールＳ３００ イコサペント酸エチル 1週間

○ エパデールＳ６００ イコサペント酸エチル 1週間

● エパデールＳ９００ イコサペント酸エチル 1週間

○ エパデールカプセル３００ イコサペント酸エチル 1週間

●（OD） エフィエント錠・ＯＤ錠２０ｍｇ プラスグレル塩酸塩 1週間

エフィエント錠２．５ｍｇ プラスグレル塩酸塩 1週間

● エフィエント錠３．７５ｍｇ プラスグレル塩酸塩 1週間

エフィエント錠５ｍｇ プラスグレル塩酸塩 1週間

● エリキュース錠２．５ｍｇ アピキサバン 2日（低リスク1日）※

● エリキュース錠５ｍｇ アピキサバン 2日（低リスク1日）※

●（後発） オパルモン錠５μｇ リマプロスト　アルファデクス 2日 記載なし

キャブピリン配合錠 アスピリン・ボノプラザンフマル酸塩配合剤 1週間 記載なし（術前7日は慎重投与）

○ コンプラビン配合錠 クロピドグレル硫酸塩・アスピリン 1週間 14日以上

○ タケルダ配合錠 アスピリン・ランソプラゾール配合剤 1週間 記載なし（術前7日は慎重投与）

ドルナー錠２０μｇ ベラプロストナトリウム 2日 記載なし

●（後発） バイアスピリン錠１００ｍｇ アスピリン 1週間 記載なし（術前7日は慎重投与）

パナルジン細粒１０％ チクロピジン塩酸塩 1週間

○ パナルジン錠１００ｍｇ チクロピジン塩酸塩 1週間

● プラザキサカプセル１１０ｍｇ ダビガトランエテキシラートメタンスルホン酸塩 2日（小手術1日）※

● プラザキサカプセル７５ｍｇ ダビガトランエテキシラートメタンスルホン酸塩 2日（小手術1日）※

●（後発） プラビックス錠２５ｍｇ クロピドグレル硫酸塩 1週間

●（後発） プラビックス錠７５ｍｇ クロピドグレル硫酸塩 1週間

○ ブリリンタ錠６０ｍｇ チカグレロル 5日

ブリリンタ錠９０ｍｇ チカグレロル 5日

● プレタールＯＤ錠１００ｍｇ シロスタゾール 2日

○ プレタールＯＤ錠５０ｍｇ シロスタゾール 2日

プレタール散２０％ シロスタゾール 2日

●（後発） プロサイリン錠２０ ベラプロストナトリウム 2日 記載なし

○ プロレナール錠５μｇ リマプロスト　アルファデクス 2日 記載なし

○ ベラサスLA錠６０μｇ ベラプロストナトリウム 2日 記載なし

○ ペルサンチン－Ｌカプセル１５０ｍｇ ジピリダモール 2日

● ペルサンチン錠１００ｍｇ ジピリダモール 2日

ペルサンチン錠１２．５ｍｇ ジピリダモール 2日

○ ペルサンチン錠２５ｍｇ ジピリダモール 2日

●（OD） リクシアナ錠・OD錠１５ｍｇ エドキサバントシル酸塩水和物 1日※

●（OD） リクシアナ錠・OD錠３０ｍｇ エドキサバントシル酸塩水和物 1日※

●（OD） リクシアナ錠・OD錠６０ｍｇ エドキサバントシル酸塩水和物 1日※

● ロトリガ粒状カプセル２ｇ オメガ－３脂肪酸エチル 1週間 記載なし（エパデールに準ずる）

ワーファリン錠０．５ｍｇ ワルファリンカリウム 5日（低リスク3日）

● ワーファリン錠１ｍｇ ワルファリンカリウム 5日（低リスク3日）

○ ワーファリン錠５ｍｇ ワルファリンカリウム 5日（低リスク3日）

ワーファリン顆粒０．２％ ワルファリンカリウム 5日（低リスク3日）

※<参考>　腎機能・出血リスク別DOAC休薬期間（JCSガイドラインフォーカスアップデート版2020より）

記載なし

24時間

記載なし
（手術時は禁忌）

抗血栓薬の術前休薬期間

●：院内採用薬　○：院外採用薬

記載なし

24時間

記載なし
（手術予定は慎重投与）

14日以上

低リスク：24時間
中～高リスク：48時間

10～14日

24時間
大手術・ハイリスクは2日以上

14日以上

5日以上前に投与中止が望ましい

記載なし

◇本一覧は、当院（院内・院外）採用薬と未採用の先発医薬品に関して、抗血小板薬・抗凝固薬等の術前休薬期間の目安を記載しています。 

◇休薬期間は各薬剤の添付文書等を参考に、当院麻酔科医師と相談の上、院内で規定しています。出血リスクや休薬による血栓・塞栓症リスク

に応じて、主治医の判断で期間が短縮または延長される可能性があります。 

◇抜歯・白内障手術・体表の小手術で術後出血への対応が容易な場合等は、抗血栓療法継続下での実施が推奨されています。 

◇内視鏡的処置前の休薬に関しては、本一覧とは別の規定となっていますのでご留意下さい。 

◇後発品に関しては一般名を参照の上、先発品の休薬期間に準じてください。 

CCr＜15

低リスク 高リスク 低リスク 高リスク 低リスク 高リスク 低リスク 高リスク

プラザキサ 36時間 72時間 48時間 96時間（4日前）
エリキュース
イグザレルト
リクシアナ

商
品
名

腎機能

出血リスク

24時間 48時間
24時間 48時間 24時間 48時間 36時間

使用禁忌

CCr≧80 50≦CCr＜80 30≦CCr＜50 15≦CCr＜30

使用禁忌

48時間


